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会津大学短期大学部附属図書館 ICチップ対応型セキュリティゲート 

及び入退館システムの導入 

 

質 問 事 項 

１ 仕様書 1.7 その他(3)について、お尋ね申し上げます。 

  仕様書に、参考機種として記載されている通りの製品で、入札予定です。 

  この場合も、対照表の提出は必要になりますでしょうか？ 

  必要な場合、提出締切日は、いつになりますでしょうか？ 

  お手数を申し訳ございませんが、ご教示いただけますと幸いです。 

 

 

２ 仕様書 1.4 作業・納入スケジュールについて、「入退館システム」が、メーカーでの

生産体制の状況変化で、想定よりも納期に時間がかかることが判明いたしました。「入

退館システム」は、8月 8日までの機器納入は難しく、9月 30日までに延期させていた

だくことはできませんでしょうか？ 

 

 

３ 仕様書 2.2(1)-8 フラグ書換方式・データ連携方式どちらにも対応でき、状況により

切り替えが可能であること。 

→今回の調達範囲では ICタグのフラグ書換方式では無く、データ連携方式での構築を

想定しております。フラグ書換方式に対応する場合は、システムの仕様設計、プログラ

ム改修、動作検証は別途となることが前提となりますが、よろしいでしょうか。 

 

 

４ 仕様書 2.2(1)-9 フラグ書換方式で対応する場合、IC タグの EPC フラグ書換方式に

も対応できること。 

→フラグ書換のフォーマットの想定はありますでしょうか。 

 

 

５ 仕様書 2.2(1)-11 当館で導入している図書館システムと連携させず、独立させて利用

することも可能であること。 

→こちらの内容はフラグ書換方式のことを指しているという認識でしょうか。 



 

６ 仕様書 2.2(1)-14 感知パネル間を通過したＩＣタグの情報を常時監視の上、通過対象

資料の資料 IＤ・書名を、セキュリティゲート用管理 PC の表示画面上にリアルタイム

に表示すること。 

→通過対象資料は、貸出処理が出来ていない資料の資料 ID・書名を表示するという認識

でよろしいでしょうか。 

回 答 事 項 

１ 仕様書に記載の参考機種通りの製品の場合も、対照表の提出をお願いします。 

  提出締切日は定めておりませんが、納品前までに提出をお願いします。 

 

 

２ 仕様書に記載したスケジュールは入退館システムの導入後、図書館システムとの連携

調整等の期間を確保するために提示したものですので、入退館システムの機器納入時期

については、10 月 1日からの本格稼働に間に合うものであれば問題ありません。 

 

 

３ 将来の維持管理費用確保の状況をふまえ、どんな場合でもシステムを稼働することが

できるように、いずれの方式にも対応可能な性能・機能を有する機種であることが要件 

 です。 

 

 

４ 将来の維持管理費用確保の状況をふまえ、EPCフラグ書換方式に切り変えることも想

定しています。なお、既に導入した本館の ICチップはフラグ書換方式に対応できるよ

うにもなっています。 

 

 

５ お見込みのとおりです。 

 

 

６ お見込みのとおりです。 

 


